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長崎地方における1914年から2001年までの
黄砂現象の経年変化

荒生 公雄*･伊東 和博**･古謝 愛***

SecularVariationofYellowSandDustEvents
overNagasakiinJapan:1914-2001

KimioARAO*,KazuhiroITOU**andAiKOJA***

Abstract

Yellowsanddustevents(KosainJapanese)areveryinterestingphenomenaontheviewpointbothoftheatmospheric

aerosolopticalpropertiesandtheirvariousinfluencesontheglobalwamlngProcesses.Thedatesonwhichtheyellow

sanddusteventshavebeenobseⅣedattheNagasakiMarineObservatoryoftheJapanMeteorologlCalAgencywere

tabulatedfor88yearsfrom1914to2001.

SincetheCityofNagasaki(33oN,130oE)islocatedatthewestemseashoreontheKyushuIsland,itisthenearestplace

totheAsiancontinentfromJapanwithinadistanceof1000km.Thepurposeofthisstudyistorevealthesecularvariation

ofthedusteventsforprovidingafundamentaldataconcernlngtheatmosphericaerosolsandtheglobalenvironmental

studies.

Themainresultsinthisstudyareasfollows･(1)ThemeannumberofdaysoftheyellowsanddusteventatNagasaki

fortheperiodof88yearswas6･1daysperyear,althoughitshowedalargefluctuationyearbyyear.(2)Asignificant

maximumnumberofdaysofthedusteventintheinteⅣaloftendayswas91days/88yearsinthemiddleofApril.(3)The

numberofdaysofthedusteventinrecentyearshasincreasedinMarchandApril,anddecreasedinMay･Thisfeatureis

veryInterestfromtheviewpolntOfaninfluenceoftheglobalwarmlng.

1.はじめに

長崎県地方は,アジア大陸に近いので,日本列島

では黄砂現象が最も頻繁に観測される地域に属す

る｡近年の地球温暖化傾向の顕在化に伴って,黄砂

現象もまた従来になく注目を浴びるようになってい

る｡それには,(1)温暖化が砂漠化を促進させるた

めに黄砂現象がさらに頻発する可能性がある,(2)
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大気中の黄砂粒子の放射強制力は,エアロゾルの直

接効果と間接効果の重要な担い手であるので,その

気候学的影響を正確に評価する必要がある,という

ことと密接に関連している｡たとえば,石 (2002)

は岩波書店の雑誌 ｢科学｣のコラムで,地球温暖化

が進めば,乾燥化が進んで砂嵐も黄砂も激しくなる

可能性があることを指摘している｡

本報告では,長崎地方の黄砂現象の歴史的な観測

記録を整理し,1914から2001年までの88年間の出現

頻度の経年変化を示すとともに,その特徴について

若干の考察を加えることとした｡特にここ数年は,

黄砂現象の増加傾向がマスコミ等の話題としても取

り上げられており,この種の調査結果が何らかの有

用な資料となれば幸いである｡
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Fig･lSecularvariationofthenumberofdaysofyellowsanddusteventsfor88yearsfrom1914to2001attheNagasaki

MarineObsevatoryofJapanMeteorologlCalAgency･Thesolidlinerepresentsthe5-yearrunnlgmean･

2.調査の方法

気象庁 『地上気象観測法』(気象庁,1988)によ

ると,黄砂は大気じん (磨)象の一つで,｢主とし
て大陸の黄土地帯で吹き上げられた多量の砂塵が空

中に飛揚し,天空一一面を覆い,徐々に降下する現象｣

と解説されている｡また,同書には観測結果の記録

の方法についても次のように記載されている (正確

を期すため,原文のまま転載)｡

｢これらの現象の観測は,始終時刻,観測時間前

1時間内の変化,指定された種目 (表13.3の種目)

については,定められた時刻にその強度を記録す

る｡ また,部分的に視程障害現象が存在している

場合には,その方向を記録する｡ ただし,視程障

害現象が存在しても,きわめて弱く,水平視程が

10km以上の場合には,その現象は記録しなくて

よい｡｣

すなわち,視程が10km未満の視程障害を伴う黄

砂現象は確実に把握され,現象の開始時刻,終了時

刺,時間に伴う強度の変化が観測原簿 (日原簿)に

記録される｡ しかし,視程10km以上の場合には,

観測者の判断に委ねられていることになる｡

今回の調査は,実は,前回の調査 (荒生 ･牧野 ･

永木,1979)を延長したものである｡ 前回の調査に

おいては,長崎県気象月報が刊行されている期間は

同月報の長崎海洋気象台の欄から黄砂現象日を抽出

し,同月報のない戦前の記録については,長崎海洋

気象台に保存されている旧長崎測候所観測日原簿を
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縦覧して,黄砂現象の観測日を抽出した｡この調査

で1914年 (大正3年)まで遡ることができたが,そ

れ以前の日原簿には記載されていないことが判明し

た｡そのゆえ,前回の報告では1914年から1975年ま

での62年間の黄砂出現日数を年別,季節別に示した｡

今回は長崎県気象月報を手がかりにして,1976年か

ら2001年までを調査し (26年間),それを前回の結

果と連結させた｡ただし,前回の調査では7-9月

の夏期3か月間の調査を省略したので,1975年以前

のこの3か月間の観測日数は不明である｡ なお,今

回は長崎県気象月報のみによる追加的な調査であっ

たので,7月-9月についても点検した｡その結果,

最近の26年間においては,7- 9月に黄砂現象が 1

日も観測されていないことが確認できた｡また,前

回の調査が1975年までになったことに特別の意味は

なく,1975年と1976年とはスムーズに接続できる状

況にあったことを付記する｡ さらに,1914年当時,

旧測候所は通称 ｢ドンの山｣ と呼ばれ る標高

131.5mの山頂にあったが,海洋気象台昇格後の

1949年 6月に現在地 (標高26.9m)に移転した (義

崎海洋気象台,1978)｡この移転が黄砂現象の観測

に影響を与えた可能性も考えられなくはない｡しか

し,黄砂は極めて広範囲に出現する現象であるから,

水平距離1.0kmほどのわずかな移動による観測条件

の変化は無視できるものと考えられる｡

ところで,黄砂の観測日数の経年変化に関連する

資料として,福岡管区気象台のインターネットウェ
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Fig.2Monthyandtendaysvariationsofthenumberofdaysofyellowsanddusteventsfor88yearsfrom1914to2001
attheNagasakiMarineObsevatory.

ッブ (以下HPと略記)上には福岡管内の17の気象

官署における最近12年 (1991-2002)の黄砂観測日

数が公開されている(ただし,2002年は4月末まで)0

また,最近は掲載されていないようであるが,昨年

(2001)夏の時点では,佐賀地方気象台のHP上に,

同所における過去30年間 (1971-2000)の黄砂の観

測日数が月別に掲載されていた｡これらの記録も大

変貴重なものなので,本稿においても必要に応じて

引用させていただくことにしたい｡

3.結果と考察

3-1 黄砂現象の出現日一覧

本報告の末尾に掲載するTablelは,1914年から

2001年までの88年間にわたる長崎海洋気象台におけ

る黄砂現象の観測日の一覧表である｡この表では,

観測された日付を月別に記載している｡さらに,

Table2(Tablelのあとに掲載)には,月別の観測

日数を示すとともに,年間の日数や年間日数の5年

移動平均値も記載した｡TablelとTable2はそれぞ

れ 2ページにわたるので,本文の構成を考慮して,

それらを末尾のページに配置したが,これらの数値

が以下に示す6枚の図の基礎的データである｡

Table2(b)の行末に表示したように,88年間に

533日の黄砂が出現しており,全期間にわたる年平

均値は約6.1日となった｡この年平均日数は,すぐ

あとに示すFig.1から容易に読み取れるように,午

ごとの出現日数の変動はかなり大きいものの,88年
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間全体でみると,顕著な長期的変動を示してはいな

い｡黄砂現象の大半は春季に集中し,

3月:総日数147日 (27.6%)年平均1.7日

4月: ,, 197日 (37.0%) ,, 2.2日

5月: ,, 91日 (17.1%) ,, 1.0日

となっていて,この3ケ月で合計435日 (81.6%),

年平均4.9日を占める｡

また,2002年は年半ばのため,これらの表には加

えていないが,4月に6日,5月に12日を観測し,1

月から6月末までの半年間の合計が18日になってい

る｡

3-2 年間観測日数の経年変化

Fjg.1は88年間の年観測日数の経年変化である｡

最多日数となったのは1976年の19日であり,次いで,

1955年の18日,それに次ぐのが1977年と2000年の16

日であった｡表に加えていない2002年6月末までの

18日も,1995年とならんで第2位の日数に位置づけ

られる｡一万,年間を通じて日数ゼロであったのは

1923年だけで,1日のみの年が9年あった (1939,

1945,1948,1949,1961,1963,1971,1986,1992)

さらに,5年移動平均からみて,5年間で出現日数

がかなり多かった時期は1950年代の前半と1970年代

の後半であるが,1998-2001年もそれらに肩をなら

べるレベルに到達している｡逆に5年間で最低レベ

ルであったのは,1940年代の後半と1960年代の前半

であった｡

総合環境研究 第 5巻 第 1号
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Fig.3SecularvariationofthenumberofdaysofyellowsanddusteventsinMarchfor88yearsatNagasakiMarine

Observatory.Thesolidlinerepresentsthe5-yearrunnlngmeant

ところで,福岡管区気象台のHP上の17官署に記

載されている最近12年間の年間観測日数を多い方か

ら並べてみると,

①福岡30日 (2001年),②佐賀27日 (2001年),③福

岡23日,佐賀23日 (ともに2002年4月末まで),⑤福

岡22日 (2000年),下関22日 (2001年),福江22日

(2001年)

という順になっており,長崎の日数はそれほど多く

はない ｡ 最近の12年のうち,つい最近の3年間の日

数が特に多いという傾向は九州北部の気象官署で共

通している｡ なお,筆者らは長崎地方における最近

の黄砂現象に着目し,1996年から2000年までの5年

間の黄砂現象の大気環境科学的特性を報告した (荒

生 ･坂口,1999;荒生 ･青木,2002)｡また,前回

の筆者らの調査結果を用いて,異鍋ほか (1978)は,

長崎の出現日数の周期解析を行ったことがある｡そ

の結果,35-36年のBrtickner周期に対応する成分が

顕著に含まれていると指摘されたが,今回は主とし

て近年の増加傾向に興味の中心があるので,周期分

析は行っていない｡

3-3 季節ごとの変動

Fig.2は88年間の旬別の出現日数である｡ 出現頻

度の最大は 4月中旬に現れ,次いで4月上旬,3月

下旬の順で多い｡4月下旬は5月上旬よりも少なく,

季節的な変化傾向が逆転しているようにみえる｡こ

の4月下旬の落ち込みは興味深いが,これを除けば,
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3月上旬に急上昇して 4月中旬にピークを迎え,5

月後半には終息するという季節的な消長を図上で容

易に辿ることができる｡ また,2月下旬は実質8.25

日だけであるので,10日間に引き伸ばすと約21日と

なる｡このことを考慮して,Fig.2中で20日以上の

期間をもって黄砂シ-ズンと便宜的に定義すれば,

長崎地方の黄砂シーズンは2月下旬に始まり,5月

中旬に終る,と言うことができる｡ この期間以外の

旬別出現頻度は多くても10日程度であり,上で閥値

とした20日とはかなりの大きな開きがある｡

最大頻度となっている4月中旬の出現日数は,88

年間で91日であるので,平均的には,ほぼ年 1回の

割合で黄砂現象を観測していたことになる｡ また,

すでに述べたように,前回の調査 (62年間)では 7

-9月の調査を省略した｡しかし,最近の26年間に

おいて,この期間に黄砂現象が1日も観測されてい

なかったことから推察して,夏の期間は全く観測さ

れなかったか,観測されたてとしもわずかの日数に

過ぎなかったであろう,と推察できる｡

314 月ごとの変動

Fig.3-Fig.5はそれぞれ3月-5月における88

年間の経年変化である｡ 月別の最多出現日数は,3

月は 7日 (1977,2001),4月は9日 (2000),5月

は8日 (1953)となり,意外なほどに数字がそろっ

ている｡ただし,2002年の4月に12日を記録したの

で,4月の最大値を更新するとともに,月間出現日
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Fig･4SecularvariationofthenumberofdaysofyellowsanddusteventsinAprilfor88yearsatNagasakiMarine
ObseⅣatory･Thesolidlinerepresentsthe5-yearrunnlngmean･
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Ŝ
巾
凸

-O
L

O
q
∈
n
N

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

E3冗冗
i

寸

6

6
L

O
6
6
L

や
Ej33
品

N96L
空品
u!

寸
ト
の
1

0
L
6
L

9
9
6
L

N
E
M
芯

の戊冗ー

寸
E
jF
l
講的33芯
E
i蒜

]

B
i
蒜

j

Ejの冗
i

寸
C
6
L

O
C
6
L

E
]N
Bj
ふ

Ei
凪
M
l

EjjM
l

寸

L
6

L

Fig15SecularvariationofthenumberofdaysofyellowsanddusteventsinMayfor88yearsattheNagasakiMarine
ObseⅣatory･Thesolidlinerepresentsthe5-yearrunnlngmean･

数で初めて10日を超えた｡一方,複数年にわたって

観測日ゼロとなったのは,3月では1948-51年と

1959-1962年のそれぞれ4年間,4月では1962-95

年の4年間,5月が1983-1990年の8年間ある｡そ

の他に5月には連続4年ゼロが3回ある (1923-26,

1969-1972,1992-95)｡また,5年移動平均で最

多出現期を月別に注目すると,

-5-

3月 :①2000年頃,②1970年後半,③1960年前半

4月 :①2000年頃,②1970年後半,③1950年中期

5月 :①1950年前半,②1980年頃,③1920年後半

となっており,3月と4月のピークは比較的よく一

致しているが,5月の最多出現期は3-4月とはか

なりずれている｡

総合環境研究 第5巻 第 1号
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decadesfrom1921to2000atNagasakiMarineObseⅣatory.

3-5 10年ごとの経年変化

Fig.6は1921年から2000年までの80年間につい

て,1月～5月の月別の10年ごとの経年変化を示し

たものである｡ 最も顕著な傾向は3月と4月の近年

の増加傾向と,5月の漸減傾向である｡最初の30年

間の3月と4月の合計日数はあまり大差なかったの

に最近の30年間では4月が3月をかなり大きく引き

離している｡また,3-5月共通して,隣接する10

年間に比べて,落ち込みが目立つ年代は1941-1950

年と1981-1990年である｡ 前者は全期間を通じて年

間出現数の5年移動平均が最低の時期に対応し,後

者は最近の30年間で5年移動平均が最低であった時

期と対応する｡ そして,Fig.6に現れている3月 ･

4月の増加傾向と5月の減少傾向は,温暖化による

季節的テンポの早まりを示唆しているようにみえ

る｡
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崎海洋気象台の栗原隆治前台長 (現 :東京管区気象

台長)から格別の御支援を賜った｡
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さらに,本調査に関連して下記の研究者および研

究支援機関から物心両面から種々の御援助を賜った

ことを明記し,深甚なる謝意を表します｡

青木-其講師 (富山大学),杉本伸夫室長 ･松井

一郎研究員 ･清水厚研究員 (国立環境研究所),高

村民雄教授 (千葉大学),中島映至教授 (東京大学),

早坂忠裕教授 (総合地球環境学研究所),文部科学

省科学研究費補助金 (基盤研究C;特定領域研究 ･

笠原班 ｢微粒子の環境影響｣),国立環境研究所受託

研究費,科学技術振興財団戦略的基礎研究推進事業

(地球変動のメカニズムAPEX班),長崎大学教育

研究改革 ･改善プロジェクト経費｡
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TableI(a)DatesofyellowsanddusteventsatNagasakiMarineObseⅣatoryfrom1914to1960･

JAM FEB MAR APR MAY JUN JUL∧UG SEP OCT NOV DEC

1914 15.16.17

1915 3,5.6.8 22

1916 4 ー0.ll.12

1917 7.10 9 ll

1918 20.30 ー0 18.19 13

1919 10.22.24.25 4

1920 19.20

1921 15.16.17 1.2.3

1922 ー8.20.22 15

1923

1924 3.5

ー925 30 18 ll.12.14.15 13 20.21.22.23 1.2.10.12

1926 18.19 20,21

1927 5 3.25.26.27 2

1928 26.27.28.29 10.1r.13.18 2.3.4.5.17 21

1929 13 10.ll.13.14

ー930 15,29 3 20

1931 13.14.15.28.29 1.5.14.15.16.17 18

1932 13 18.19.20 22.23

ー933 8.9 22

ー934 14.18.19.23.24 1.2.3

1935 10.13 12.29.30

1936 23.24 16.17.20 6.7.8 18.27

1937 9.ー2.16 4

1938 7.12.15.18 17

ー939 8

1940 6 13 8.9.16 17

ー941 10.20 ll.12 7.25

1942 26.27.28 13.ー4.16.21.22.23.24

1943 22 6

1944 5.6.7.8.20 5.7,8

ー945 23

1946 9 3

1947 25.26 4

ー948 23

1949 5

1950 7.13

195ー 17.18

1952 23.24 8.10.15.16.17.30 1.5.12

1953 2.ll.2214.15.1617.18.19.20.21

1954 20.21 19 1.4
1955 15.16.17.18 1.2.ll.13 12.13.ー4.18,19.28 22.23.24.25

1956 ー5.18 7.8

1957 9.10.ll

1958 24.25.26.27 14.26 14.26.27.28 25 4

1959 7 13.14.15.16.17

1960 5 - 16 1.2.17 12

総合環境研究 第5巻 第 1号
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Tablel(b) DatesofyellowsanddusteventsatNagasakiMarineObservatoryfrom1961to2001･

JA‖ FEE MAR APR MAYJUNJULAUGSEP OCT NOV DEC

1961 6

1962 9.ー0.ll

1963 23

ー964 28.29.30

1965 12.13.19.20

1966 3,4.14.28 1.18.19,20 15.ー7 4.5.15 25

ー967 13,ー4 5,6 5

ー968 5.6.7.8 13.14.ー5

1969 21.22 5,6,8.9.10.12.14

1970 12 16 25

1971 9

1972 17.18 30 20

1973 24 19,20 ー6

1974 10.21.22 1 2ー

1975 17.20 8,10.ll.12

ー976 4.5,8 2 ー2,30.31 I.2.3.24,25.26.27 6,7.8 18.19

ー977 2一.23.24.25.26 1.5.16.24.25.26.27 19.20.21.22.

ー978 25,28 I.4 6.20 1.2.3 2.3

ー9798月,21 6 9,ー0.14.15.ー6

1980 2.3.20.21 5

ー981 9.24 9.15.25.26 25 4.5.6.12

ー982 4.5.6 22.23

ー983 9.10 2.3,29

ー984 2.3.ー7 23,24.25

1985 28.29

ー986 13

ー987 17 24 5.6 4.5 ー9

1988 13.14.18.19.20.22,23

1989 15.16 I.2

1990 12.ー3 5.15.ー6,27 8月.10

1991 1.2,10,一一

1992 ー2

ー993 7 1.2.3,8 3 26

ー994 2一.23 5,6.7.ー8.23 2.3.4.5

ー995 ー2 7.23

1996 I 7.8,17.18 10.ll 2ー

1997 30 ll.13

1998 29,30.31 17,18.19.20.2ー

1999 26.28 6.13.27.28 5

2000 24.26,27.28.29.308.9,10.ll,ー2,13.14.22.23 2

2001 2,3 7.19,20,2一.22,23.24 12.13,14,15 17,18
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長崎地方における1914年から2001年までの黄砂現象の経年変化 一

Table2(a) NumberofdaysofyellowsanddusteventsineverymonthatNagasakiMarineObservatoryfrom1914to
1960.Theannualvaluesandthe5-yearrunnlngmeansarelistedinthelastcolumns･

JAM FEE MAR APR MAY JUN JUL AUG SEP OCT NOV DE仁 YEAR 5-YEARR.M

1914 3 3

19ー5 4 1 5

1916 1 3 4 4.4

1917 2 1 1 4 ‥4.8

ー918 2 1 2 1 6 4.2

19ー9 4 1 5 4.6

1920 2 2 4.6

1921 3 3 6 3.4

1922 3 1 4 2.8

1923 0 5.4

1924 2 2 5

1925 -1 1 4 1 4 4 15 5.4

1926 2 2 4 8.2

1927 1 .4 1 6 8.8

1928 4 4 5 1 14 6.6

1929 1 4 5 8.2

1930 2 1 1 4 8.2

1931 5 6- 1 12 6

1932 1 3 2 6 6.6

1933 2 1 3 6.8

1934 5 3 8 6.4

1935 2 3 5 6

1936 2 ･3 3 2 10 6.4

1937 3 1 4 5

1938 4 1 5 5.2

1939 1 1 4.4

1940 1 1 3 1 6 5.6

1941 2 2 2 6 5

1942 3 7 10 6.4

1943 1 1 2 5.4

1944 5 3 8 4.6

1945 1 1 3.2

1946 1 1 2 3

1947 2 1 3 1.6

1948 1 1 1.8

ー949 1 1 1.8

1950 2 2 3.4

1951 2 2 5.4

1952 2 6 3 ll 6.2

1953 3 8 ll 9.4

ー954 2 1 2 5 9.8

1955 4 4 6 4 18 8.2

1956 2 2 4 8.4

1957 3 3 8.6

1958 4 2 4 1 1 12 6.2

1959 1 5 6 5.6

総合環境研究 第5巻 第1号
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Tab一e2(b) NumberofdaysofyellowsanddusteventsineverymonthatNagasakiMarineObseⅣatoryfrom1961to

2001･Totalnumberofdaysandtheirpercentagesfor88yearsareshownatbottomlines.

JAM FEE MAR APR MAY JUN JUL Au° SEP OCT NOV DEC YEAR .5-YEARR.M

196ー 1 1 3.4

1962 3 3 2.8

_1963 1 1_ 2,4

1964 3 3 5

1965 4 4 5.4

1966 4 4 2 3 1 14 6.6

1967 2 2 1 5 7.8

1968 4 3 7 7.6

1969 2 7 9 5

ー970 1 1 1 3 4.8

197ー 1 1 4.2

ー972 2 1 1 4 3,4

1973 1 2 1 4 4

1974 3 1 1 5 7.6

ー975 2 4 6 10

1976 3 1 3 7 3 2 19 1一.4

1977 5 7 4 16 12.2

1978 2 2 2 3 2 ll 12

1979 3 1 5 9 10,4

1980 4 1 5 _8,2

198ー 2 4 1 4 ll 7

1982 3 2 5 6.4

1983 2 3 5 5.8

1984 3 3 6 3.8

ー985 .2 2 4.2

1986 1 1 4.6

1987 1 1 2 2 1 7 4.2

1988 7 7 5.6

1989 2 2 4 6.2

1990 2 4 3 9 5

1991 4 4 5

1992 1 ー 6.4

1993 1 4 1 1 7 5.2

1994 2 5 4 ll 6

ー995 ー 2 3 6.4

1996 1 4 2 1 8 6.6

1997 1 2 3 5.8

1998 3 5 8 8_4

1999 2 4 1 7 9.8

2000 6 9 1 16

.200ー 2 7 4 2 15

TOTAL 23 34 147 197 91 2 0 0 0 5 14 20 533
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